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1 大阪に諸藩が置いた、年貢米や産物を保管して売るための建物は?

ア 寺子屋 イ出島 ウ関所 エ 蔵屋敷 こたえ 

2 オランダ語の医学書をほん訳して「解体新書」を出版したのは?

ア 伊能忠敬 イ本居宣長 ウ 杉田玄白ら エ福沢諭吉 こたえ 

3 江戸時代、町人や百 姓の子どもが読み・書き・そろばんを学んだ場所は?

ア大学 イ 寺子屋 ウ藩校 エ 奉行所 こたえ 

4 江戸幕府で、ふだんの政治をとりまとめた将 軍の補佐役を何という?

ア関白 イ 老中 ウ 執権 エ 守護 こたえ 

5 関ヶ原の戦いが起きたのは 何年?

ア 1603年 イ 1543年 ウ 1867年 エ 1600年 こたえ 

6 江戸時代、大量の物資を遠くへ運ぶのに、主に使われた手段は?

ア自動車 イ 飛行機 ウ 鉄道 エ 船による水運(海路・川) こたえ 

7 ぜいたくをきびしく取りしまるなど、松平定信が行った改革を何という?

ア 天保の改革 イ 寛政の改革 ウ 享 保の改革 エ 建武の新政 こたえ 

8 諸藩の年貢米や産物が集まり、商 業の中心となった大阪は、何と呼ばれた?

ア門前町 イ学問の都 ウ 将 軍のおひざもと エ 天下の台所 こたえ 

9 オランダ語を通じて西洋の学問を学ぶことを何という?

ア 蘭学 イ漢学 ウ国学 エ 儒学 こたえ 

10 村の百 姓の代表として、年貢を集める役についた人を何という?

ア 老中 イ 奉行 ウ 庄屋(名主) エ 執権 こたえ 

11 鎖国のもとで、ヨーロッパの国で日本との貿易を続けたただ一つの国は?

アスペイン イポルトガル ウイギリス エオランダ こたえ 

えど ばくふ ちょうにん ぶんか

おおさか しょはん お ねんぐ こめ さんぶつ ほかん う たてもの

てらこや でじま せきしょ くらやしき

ご いがくしょ やく かいたいしんしょ しゅっぱん

いのうただたか もとおりのりなが すぎた げんぱく ふくざわゆきち

えど じだい ちょうにん ひゃくしょう こ よ か まな ばしょ

だいがく てらこや はんこう ぶぎょうしょ

えど ばくふ せいじ しょうぐん ほさ やく なん

かんぱく ろうじゅう しっけん しゅご

せきがはら たたか お なんねん

ねん ねん ねん ねん

えど じだい たいりょう ぶっし とお はこ おも つか しゅだん

じどうしゃ ひこうき てつどう ふね すいうん かいろ かわ

と まつだいらさだのぶ い かいかく なん

てんぽう かいかく かんせい かいかく きょうほう かいかく けんむ しんせい

しょはん ねんぐ こめ さんぶつ あつ しょうぎょう ちゅうしん おおさか なん よ

もんぜんまち がくもん と しょうぐん てんか だいどころ

ご つう せいよう がくもん まな なん

らんがく かんがく こくがく じゅがく

むら ひゃくしょう だいひょう ねんぐ あつ やく ひと なん

ろうじゅう ぶぎょう しょうや なぬし しっけん

さこく くに にほん ぼうえき つづ ひと くに



12 参勤交代などで人の行き来が増え、街道ぞいににぎわった町を何という?

ア 宿場町 イ鉱山町 ウ 港 町 エ門前町 こたえ 

13 五街道のうち、江戸と京都を海ぞいに結んだ街道は?

ア日光街道 イ東海道 ウ 甲 州街道 エ 奥 州街道 こたえ 

14 島原・天草一揆のあと、幕府はどうした?

アキリスト教の取りしまりを強め、ポルトガル船の来航を禁じた

イキリスト教を認め、宣教師をまねいた ウ年貢をなくし、百 姓の不満をしずめた

エ外国との貿易を自由にし、港を開いた こたえ 

15 鎖国中、外国や周りの地域と交 流する窓口は、全部でいくつあった?

ア 2つ イ 4つ ウ 6つ エ 1つ こたえ 

16 大阪や江戸で栄えた、町人が担い手のはなやかな文化を何という?

ア 飛鳥文化 イ国風文化 ウ桃山文化 エ町人文化 こたえ 

17 仏 教や儒 教が伝わる前の、日本古来の考え方を研究する学問を何という?

ア国学 イ 儒学 ウ 洋学 エ 蘭学 こたえ 

18 外様大名の多くが江戸から遠い地に置かれた理由は?

ア 米がよくとれる土地だったから イ 江戸の人口を減らすため ウ外国と貿易させるため

エ 幕府にそむくことを警戒したから こたえ 

19 江戸幕府が大名を統制するために定めたきまりを何という?

ア 十 七 条の憲法 イ 武家諸法度 ウ大宝律 令 エ 御成敗式目 こたえ 

20 天候不順などで作物が実らず、食べ物が不足することを何という?

ア 鎖国 イききん ウ年貢 エ一揆 こたえ 

さんきんこうたい ひと い き ふ かいどう まち なん

しゅくばまち こうざんまち みなとちょう もんぜんまち

ご かいどう えど きょうと うみ むす かいどう

にっこうかいどう とうかいどう こうしゅうかいどう おうしゅうかいどう

しまばら あまくさ いっき ばくふ

きょう と つよ せん らいこう きん

きょう みと せんきょうし ねんぐ ひゃくしょう ふまん

がいこく ぼうえき じゆう みなと ひら

さこく なか がいこく まわ ちいき こうりゅう まどぐち ぜんぶ

おおさか えど さか ちょうにん にな て ぶんか なん

あすか ぶんか こくふう ぶんか ももやま ぶんか ちょうにん ぶんか

ぶっきょう じゅきょう つた まえ にほん こらい かんが かた けんきゅう がくもん なん

こくがく じゅがく ようがく らんがく

とざま だいみょう おお えど とお ち お りゆう

こめ とち えど じんこう へ がいこく ぼうえき

ばくふ けいかい

えど ばくふ だいみょう とうせい さだ なん

じゅうしちじょう けんぽう ぶけ しょ はっと たいほうりつりょう ご せいばいしきもく

てんこうふじゅん さくもつ みの た もの ふそく なん

さこく ねんぐ いっき



こたえ　しょう6 しゃかい「江戸幕府と 町人の 文化」 その2

1  エ 蔵屋敷

2  ウ 杉田玄白ら

3  イ 寺子屋

4  イ 老中

5  エ 1600年

6  エ 船による水運(海路・川)

7  イ 寛政の改革

8  エ 天下の台所

9  ア 蘭学

10  ウ 庄屋(名主)

11  エ オランダ

12  ア 宿場町

13  イ 東海道

14  ア キリスト教の取りしまりを強め、ポルトガ

ル船の来航を禁じた

15  イ 4つ

16  エ 町人文化

17  ア 国学

18  エ 幕府にそむくことを警戒したから

19  イ 武家諸法度

20  イ ききん


